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京二中鳥羽高校同窓会（京都府立鳥羽高等学校内）

〒601-8449　京都市南区西九条大国町 1	 　TEL:075-672-6788		FAX:075-691-7448
	 　	URL　http://www.kyo2toba-dosokai.jp（右）

　入社以来、原子力の研究開発をしています。原子炉燃料の開発、福島第一原子力発電所の廃
止措置、核融合炉の開発、放射線がん治療装置の開発など様々な研究開発に係わってきました。
高３の時、原子力工学科を志望したら、先生に「原爆作るなよ」と言われたことが印象に残って
ます。いろいろ誤解は多いですが、原子力エネルギーは人類社会に貢献できると思っています。
夢は子供の頃に好きだった宇宙アニメに登場する放射能除去装置を作ることです。まだ、あきら
めてはいません。
　社会人学生として、大学に入学し、2015 年に博士（工学）を取得しました。近年は大学で原
子力工学も教えています。高校の頃、先生が授業に苦労されていたのだなと、今更ながら感謝いたします。鳥羽では水泳部でした。
大学でも水球を続け、インカレにも出させていただきました。高校時、朝練や伏見稲荷での合宿など厳しい練習でしたが、仕事でつ
らい時にも、あの時はもっとがんばったと思い、乗り越えてきました。今も同期の水泳部の友人たちと酒を酌み交しています。

活躍する卒業生− 吉岡　研一さん　（１期生）
東芝エネルギーシステムズ（株）　フェロー
横浜国立大学　非常勤講師　

平
素
は
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
も
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
終

息
の
見
通
し
が
見
え
な
い
状
況
で
不
安
な
毎
日
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
活
動
で
は
、
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
で

き
ず
、
２
年
連
続
で
理
事
に
よ
る
書
面
で
の
総
会

議
案
承
認
と
な
り
ま
し
た
。
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
友
人
、
知
人
と
の
交
流
や

冠
婚
葬
祭
な
ど
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
が
出
来
ず
、
特
に
学
生
の
皆
さ
ん
は
れ
ん
が
祭

や
鳥
羽
総
体
、
研
修
旅
行
な
ど
行
動
が
制
約
さ
れ
る
中
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

取
り
組
ん
だ
経
験
は
一
生
の
宝
物
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
窓
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
活
動
が
で
き
な
い
中
で
も
、
鳥
羽
高
校
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、鳥
羽
高
校
か
ら
過
去
か
ら
の
懸
案
で
あ
る

「
重
い
荷
物
に
よ
る
不
安
全
通
学
」
お
よ
び
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
保
管
場
所
不
足
」

の
課
題
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
懸
命
に
文
武
両

道
の
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
生
徒
達
の
た
め
、
同
窓
会
が
「
シ
ュ
ー
ズ
ロ
ッ

カ
ー
」
を
寄
付
す
べ
き
と
判
断
し
、
書
面
に
よ
り
理
事
の
皆
さ
ん
に
生
徒
た
ち
の

実
情
を
ご
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鳥
羽
高
校
か
ら
は

「
全
校
生
徒
が
安
心
し
て
通
学
、
所
有
物
等
を
保
管
で
き
る
」
と
大
変
感
謝
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
窓
会
は
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
（
同
窓
生
）
が
現
役
の
生
徒
に

何
が
で
き
る
の
か
。
先
輩
同
窓
生
が
後
輩
の
同
窓
生
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き

る
の
か
。
同
窓
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て
い
く
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
状
況
が
終
息
し
、
皆
さ
ん
が
集
っ
て
の
総
会
、
懇
親
会
で
様
々
な
想
い
出

話
が
で
き
、
平
穏
な
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
副
会
長
　
奈
佐
　
和
也

ご
挨
拶

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
会
長
　
佐
々
木
　
克
佳

こ
の
度
は
御
卒
業
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
た
に
同
窓
会
の
一
員
と
な
る
皆
様

を
、
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

私
は
現
在
、
京
都
を
離
れ
関
東
に
在
住
し

て
お
り
ま
す
が
、
関
東
で
は
京
都
二
中
・
鳥

羽
高
校
卒
業
生
に
よ
る
「
関
東
・
京
二
中
鳥

羽
同
窓
会
」
を
さ
さ
や
か
な
が
ら
運
営
し
て

お
り
ま
す
。
現
在
、
主
だ
っ
た
活
動
と
し
て
は
毎
年
11
月
に
関
東
・
京
二
中

鳥
羽
同
窓
会
と
し
て
の
集
ま
り
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
一
昨
年
、
昨
年
と

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
我
々
の
大
半
が
居
住
す
る
一
都
三

県
で
も
行
動
の
自
粛
が
求
め
ら
れ
、
鳥
羽
一
期
生
を
中
心
と
す
る
幹
事
会
で

も
協
議
の
結
果
、
2
年
連
続
で
関
東
同
窓
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
通
常

で
あ
れ
ば
東
京
駅
近
辺
の
会
場
に
京
二
中
・
鳥
羽
高
校
卒
業
生
が
集
合
し
、

少
人
数
な
が
ら
も
歓
談
し
な
が
ら
交
流
す
る
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
非
常
に
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

幹
事
会
の
連
絡
も
オ
ン
ラ
イ
ン
主
体
と
な
り
ま
し
た
が
そ
の
際
に
、
例
年

京
二
中
の
卒
業
生
の
方
へ
の
連
絡
役
を
担
っ
て
頂
い
て
い
る
、
鳥
羽
一
期
生
・

井
筒
章
夫
さ
ん
か
ら
、
中
止
の
旨
の
御
連
絡
を
兼
ね
て
二
中
卒
業
生
の
皆
様

の
近
況
を
直
接
電
話
に
て
伺
っ
た
内
容
を
共
有
し
て
頂
き
ま
し
た
。
幸
い
な

こ
と
に
コ
ロ
ナ
禍
の
制
約
が
多
い
環
境
下
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
お
元
気
に
過

ご
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
御
電
話
で
の
御
声
も
に
こ
や
か
で
お
元
気
そ
う

で
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
次
回
は
是
非
、
同
窓
会
で
直
接
お
会
い
出
来
る
こ

と
を
切
に
望
ん
で
お
り
ま
す
。

小
規
模
な
集
ま
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
卒
業
生
同
士
の
絆
を
深
め
る
大
事

な
場
と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
御

一
報
下
さ
い
。（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：knt.k2c.toba@

gm
ail.com

）

「同窓会総会・懇親会」は毎年 11 月～ 12
月上旬に京都市内で開催しています。詳細
は、京二中鳥羽高校同窓会のＨＰをご覧く
ださい。同窓会では若い卒業生のみなさん
の力を必要としています。お誘い合わせの
上、多数の御参加をお待ちしています。

同窓会総会・懇親会
のご案内

令和３年度 同窓会総会・懇親会について

　令和３年度の京二中鳥羽高校同窓会総
会・懇親会については、昨年度に引き続
き、新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止の観点から、多くの参加者が集ま
っての開催は困難であるとの判断により、
開催中止といたしました。本来であれば、
今年度は卒業して 30 年目の節目となる鳥
羽高校６期生を中心に参加いただき盛大
に開催する予定でしたが、新型コロナウ
イルス感染症によりさまざまな交流の場
が制限されている状況のもとでは、開催
を断念せざるを得ませんでした。懇親会
での懐かしい旧友との再会や学年・世代
を超えた新しい出会いの場をもてなかっ
たことを大変残念に思っています。一日
も早く新型コロナウイルス感染症の感染
拡大が収束し、総会・懇親会が盛大に開
催できることを願っています。開催の折
には、多くの卒業生の皆様の御参加を期
待しております。

　このたびはご卒業おめでとうございます。
　今年度より京二中鳥羽高校同窓会理事をさせて頂くことになりました。
　鳥羽高校を卒業して３０数年、数年前に同窓会総会で共催させていただいた３
期生会で初めて言葉を交わした同期生たちと、同じ高校で同じ時期を過ごしてい
たというだけでこんなにも話が弾むのかと驚きました。
　もちろんそれぞれ今の生活があるのでその後度々会っているわけではありませ
んが、連絡先がわかっているだけでなぜだかとても心強いのです。
　今まで二中の先輩方に引っ張ってきてもらっている我々鳥羽高校卒業生ですが、
鳥羽高校の活動への同窓会としての支援や活動をそろそろ鳥羽高校の卒業生が率
先して行わなければいけない時期にきています。そのためにも若い同窓生の皆様
も参加、協力しやすい会になるようにお手伝いしていければと思っていますので、
御協力よろしくお願いいたします。（理事　鳥羽高校３期生　谷内　伊吹）

　今年度より京二中鳥羽高校同窓会監事に就任しました 7 期生の福岡千賀子と申
します。突然ですが「京二中鳥羽高校同窓会って何？」と思っている方が大半だ
と思います。かく言う私も卒業すると同時に何もわからないまま自動的に「同窓会
入会 !!」　卒業後十数年が経ち同窓会幹事をすることになって、ようやくわかりは
じめました。でも、同窓会の活動内容を知らなくても、京二中鳥羽高校の卒業生
にはたくさんの著名人がおられることは皆さん知っていますよね。
　京二中では映画監督 大島渚さん、鳥羽高校では野球選手 平野佳寿さん、大相
撲力士 宇良和輝さん、その他には芸能人、ボートレーサー、文化財宮大工など
活躍の場は多岐にわたっています。試しにインターネットで検索してみて下さい、「こ
の人も、あの人も」と意外な卒業生を見つける事ができるかもしれません。あな
たを教えてくれていた先生方の中にも鳥羽高校の卒業生がいたりします。そう、遠
くの著名人も近くの先生も、もっと言えば家族、親戚も探してみたら卒業生で、年
代世代は違えども 京二中鳥羽高校同窓会 で繋がっているのです。
　京二中鳥羽高校という長い歴史のある学校の、たくさんの卒業生と皆さんは繋
がっています。この「繋がり・縁」を大切に意識し、皆で考え協力しできることを
少しでも増やし、皆さんのこれからの生活を充実した豊かなものにしていくために
同窓会はあります。皆さんのアイデアとパワーでもっともっと活発な同窓会にしてみ
ませんか？　協力求めます！！（監事　鳥羽高校７期生　福岡　千賀子）

　 ／  同窓会に入会されるみなさんへ ／

◇博士（工学）、技術士（原子力・放射線）、原子炉主任技術者、核燃料取扱主任者、第一種放射線取扱主任者等
◇日本原子力学会フェロー
◇原子力学会賞技術賞、原子力学会関東甲越支部「原子力知識・技術の普及貢献賞」受賞

【経歴】

シンポジウムにて（中央筆者）

『京二中鳥羽高ものがたり』

【お申込先】		㈱昭英社 　℡ 075-351-1811（代）
  京二中鳥羽高校同窓会

 発売中！ 頒価	1,000円

（京二中創立 115 周年記念） ◉全国・世界大会等出場生徒に対する激励金
◉生徒（海外）研修等の教育活動支援
◉卒業生への記念品
◉記念行事の際に学校と共催で実施

同窓会は鳥羽高校に、こんな支援をしています

近代教育界に燦然と輝く「亰二
中」。明治の草創と大正の隆盛な
ど、その歴史を原資料によって一冊
の本にまとめました。

今年度は教育活動支援とし
て「シューズロッカー 58 台」
を同窓会から寄附しました。
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１組　半田　西之介さん （京都市立向島東中学校出身）

私はこの３年間で、スポーツ総合専攻
として自覚を持ち、学校を率先して引っ
張っていく行動をしてきました。はっ
きりとした挨拶や５分前行動など、社
会に出て当たり前にできないといけな
いことを高いレベルで身につけること

ができました。このクラスでの活動をとおし学んだこと
を活かして、今後も精進していきたいです。

４組　髙田　佳佑さん （京都市立九条中学校出身）

私は、鳥羽高校へ入学してから３年
間で、部活動や普段の学校生活をとお
して、挨拶や礼儀、時間を守ることな
ど社会に出たときにあたり前にできな
いといけないことが身につき、とても
成長できたと実感しています。鳥羽高

校で学んだことは社会に出ても役立てていこうと思いま
す。

5組　山田　羽純さん （京都市立東山泉小中学校出身）

私はこの 3 年間で、当たり前の毎日
の大切さについて学びました。新型コ
ロナウィルスの影響で学校の休校や行
事の中止などがあり、いつも通りの高
校生活は送れませんでした。ですが、
毎日の生活のありがたさを知り、数少

ない学校行事をクラスで協力して取り組めました。この
経験を忘れず新たな世界に進みたいです。

6組　嶋田　叶夢さん （京都市立松原中学校出身）

私が鳥羽高校で過ごした 3 年間は、
とても充実したものでした。勉強面で
はどの先生方も丁寧に向き合ってくだ
さり熱心に取り組むことが出来まし
た。また、行事面では中止になったも
のもありますが、全力で楽しむことが

出来ました。この鳥羽高校での出会いや経験を活かして
未来に向かって邁進していきたいと思います。

第
一
章
　
総
　
則

第
一
条
　
本
会
は
、
京
二
中
鳥
羽
高
校

同
窓
会
と
称
し
、
そ
の
本
部
を
京
都

府
立
鳥
羽
高
等
学
校
内
に
置
く
。

第
二
条
　
本
会
は
、
会
員
相
互
の
友
誼

を
深
め
、
母
校
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
章
　
会
　
員

第
三
条
　
本
会
は
、
下
記
の
会
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

一
　
正
会
員

※
京
都
府
立
京
都
第
二
中
学
校

卒
業
生

※
京
都
府
立
鳥
羽
高
等
学
校
全

日
制
卒
業
生

※
両
校
に
在
学
し
た
者
で
、
会

員
の
紹
介
に
よ
り
理
事
会
が

入
会
を
承
認
し
た
者

二
　
特
別
会
員

両
校
現
旧
教
職
員
、
ま
た
は
理

事
会
の
推
薦
す
る
者

第
四
条
　
会
員
は
、
住
所
、
氏
名
、
そ

の
他
名
簿
記
載
事
項
に
変
更
の
あ
っ

た
場
合
は
、
本
会
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
役
　
員

第
五
条
　
本
会
に
下
記
の
役
員
を
置

き
、
任
期
は
各
二
年
と
し
、
重
任
を

さ
ま
た
げ
な
い
も
の
と
す
る
。

一
　
名
誉
会
長

会
員
の
中
か
ら
理
事
会
の
議
を

経
て
会
長
が
推
挙
す
る
。

二
　
会
　
長

正
会
員
の
中
か
ら
一
名
を
理
事

会
が
推
挙
し
総
会
で
選
出
す
る
。

三
　
副
会
長

両
校
ご
と
の
正
会
員
の
中
か
ら

若
干
名
を
会
長
が
指
名
す
る
。

四
　
理
　
事

両
校
ご
と
の
正
会
員
及
び
特
別

会
員
の
中
か
ら
若
干
名
を
、
ま

た
、
ほ
か
に
母
校
の
現
職
員
の
特

別
会
員
の
中
か
ら
幹
事
会
の
推

薦
に
よ
っ
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

五
　
幹
　
事

正
会
員
の
中
か
ら
原
則
と
し
て

卒
業
年
度
ご
と
に
二
名
を
選
出

す
る
。

六
　
監
　
事

正
会
員
の
中
か
ら
二
名
を
会
長

が
指
名
す
る
。

七
　
顧
　
問

母
校
現
職
校
長
を
推
し
、ま
た
、

会
員
の
中
か
ら
会
長
が
推
挙
す

る
。

第
六
条
　
役
員
の
任
務
は
次
の
と
お
り

と
す
る
。

一
　
名
誉
会
長
及
び
顧
問
は
、
会
務

運
営
に
つ
い
て
必
要
な
助
言
を

与
え
る
。

二
　
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務

を
統
括
す
る
。
ま
た
、
総
会
、

理
事
会
、
幹
事
会
を
招
集
し
て

そ
の
議
長
と
な
る
。

三
　
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
会

長
に
事
故
あ
る
時
は
代
行
す

る
。

四
　
理
事
は
、
理
事
会
に
出
席
し
て

会
務
を
協
議
、
執
行
す
る
。

理
事
の
う
ち
、
会
長
の
指
名
す

る
若
干
名
で
本
会
の
庶
務
会
計
に

関
す
る
日
常
事
務
を
担
当
す
る
。

五
　
幹
事
は
、
そ
の
卒
業
年
度
の
会

員
の
連
絡
に
当
り
、
ま
た
、
幹

事
会
に
出
席
し
、
理
事
会
の
決

議
に
基
づ
き
会
務
を
担
当
す
る
。

六
　
監
事
は
、
会
計
に
関
す
る
事
項

を
監
査
す
る
。

第
四
章
　
事
　
業

第
七
条
　
本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、下
記
の
事
業
を
行
う
。

一
　
総
　
会

毎
年
、
京
都
市
に
お
い
て
開
催

す
る
。

な
お
、
必
要
の
あ
る
場
合
、
随

時
、
臨
時
総
会
を
開
く
。
　

二
　
理
事
会
、
幹
事
会

必
要
な
と
き
に
開
く
。

三
　
理
事
会
に
お
い
て
適
切
と
認
め

る
事
業
。

第
五
章
　
会
　
計

第
八
条
　
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄

付
金
、
事
業
収
益
金
、
財
産
収
益
金
、

そ
の
他
を
も
っ
て
、こ
れ
に
あ
て
る
。

第
九
条
　
正
会
員
は
、
卒
業
時
に
終
身

会
費
を
納
入
す
る
。
そ
の
額
は
理
事

会
に
お
い
て
定
め
る
。

第
十
条
　
総
会
及
び
各
種
集
会
に
要
す

る
経
費
は
、
そ
の
つ
ど
こ
れ
を
定

め
、
原
則
と
し
て
出
席
者
か
ら
徴
収

す
る
。

第
十
一
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎

年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月

三
十
一
日
に
終
わ
る
。

第
十
二
条
　
会
計
及
び
事
業
報
告
は
、

総
会
に
お
い
て
こ
れ
を
行
う
。

第
六
章
　
支
　
部

第
十
三
条
　
会
員
の
多
数
存
在
す
る
地

方
に
本
会
支
部
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
支
部
の
設
置
及
び
そ
の
規
約
は
、
理

事
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
十
四
条
　
支
部
は
、
そ
の
代
表
者
よ

り
支
部
会
員
の
名
簿
、
役
員
の
指
名

並
び
に
会
務
概
況
を
本
部
に
報
告

し
、
常
に
本
部
と
の
連
絡
を
保
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
　
規
約
の
変
更

第
十
五
条
　
規
約
は
、
理
事
会
の
決
議

に
よ
っ
て
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
次
の
総
会
に
お
い
て
、

そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

附
　
則

一
　
昭
和
六
十
一
年
度
卒
業
の
正
会
員

の
終
身
会
費
は
、
三
〇
〇
〇
円
と

す
る
。

二
　
本
規
約
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
実
施
す
る
。

三
　
本
規
約
は
、
平
成
二
十
七
年
十
一

月
三
日
に
一
部
改
正
す
る
。

四		

平
成
二
十
八
年
度
卒
業
以
降
の
正

会
員
の
終
身
会
費
は
、
四
〇
〇
〇

円
と
す
る
。

　
京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
規
約

令和３年度　京二中鳥羽高校同窓会　役員名簿 令和３年度卒業生 同窓会幹事紹介
 役職 期  氏名

名誉会長 京二中 49 内田　昌一
顧 問 校長 川口　浩文
顧 問 鳥羽１ 山内　健也
会 長 鳥羽 2 佐々木克佳
副 会 長 京二中 45 國井　和扶
副 会 長 鳥羽１ 奈佐　和也
副 会 長 鳥羽 3 乾　　明紀
副 会 長 鳥羽 5 岩佐　隆之

 役職 期  氏名

理 事 京二中 47 向井　博一
理 事 京二中 48 那須　信孝
理 事 鳥羽 3 谷内　伊吹
理 事 鳥羽 4 藤澤　正則
理 事 鳥羽 5 小川　能弘
理 事 鳥羽 15 市川　靖久
理 事 事務長 村田　純子
監 事 鳥羽１ 藤田　雅己
監 事 鳥羽 7 福岡千賀子

前
向
き
に
、
た
く
ま
し
く  

（	◎は、学年代表幹事	）

京
二
中
、
鳥
羽
高
校
の
同
窓
の
皆
様
、
そ
し
て
旧
教
職
員
の
方
々
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
・
御
協
力
い
た

だ
く
と
共
に
、
母
校
発
展
の
た
め
教
育
振
興
に
係
る
御
支
援
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
に
続
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
社
会

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
の
皆
様
の
生
活
も

「
コ
ロ
ナ
」
前
と
は
大
き
く
変
化
さ
れ
、
種
々
の
御
苦
労
を
さ
れ
た
方
も
多
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
本
校

に
お
き
ま
し
て
も
、
波
が
寄
せ
る
た
び
に
教
育
活
動
の
制
限
が
必
要
と
な
り
、
れ
ん
が
祭
な
ど
い
く
つ
か

の
学
校
行
事
は
見
送
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
在
校
生
は
前
向
き
な
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
、
学
習
に
部

活
動
に
、
学
校
行
事
等
に
打
ち
込
み
、
た
く
ま
し
く
高
校
生
活
を
送
っ
て
き
て
い
ま
す
。
制
限
の
か
か
る

こ
と
が
多
か
っ
た
部
活
動
で
も
皆
意
識
を
高
く
持
っ
て
行
動
し
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
の
男
子
生

徒
が
89
㎏
級
で
全
国
優
勝
し
た
の
を
筆
頭
に
、
全
国
・
近
畿
で
活
躍
し
た
部
も
数
多
く
、
文
武
両
道
の
伝

統
を
在
校
生
は
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
本
校
は
、
ワ
ー
ル
ド
・
ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
支
援
事
業
の
拠
点
校
（
Ｗ

Ｗ
Ｌ
・
令
和
二
年
度
～
令
和
四
年
度
）
の
指
定
を
国
よ
り
受
け
て
、
高
度
で
先
進
的
な
学
び
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
本
年
度
の
一
年
生
よ
り
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
て
、
生
徒
は
毎
日
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
学
習
用
具
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
授
業
中
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
資
料
の
配
信
を
受
け
、
意

見
を
共
有
し
合
い
、
課
外
の
活
動
で
は
、
国
内
外
の
連
携
校
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
越
し
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

が
っ
て
意
見
交
換
を
し
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
も
は
や
日
常
に
近

づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
食
い
入
る
よ
う
な
ま
な
ざ
し
で
前
を
見
つ
め
、
鉛
筆
を
走
ら
す
授
業

も
健
在
で
す
。
京
二
中
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
「
Ｐ
ｉ
ｏ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ　

Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
」
を
活
か
し
て
、
継

承
す
べ
き
豊
か
な
教
育
活
動
を
根
幹
に
据
え
な
が
ら
、
時
代
を
先
取
り
す
る
新
た
な
取
組
の
充
実
を
図
っ

て
い
る
、「
今
」
で
す
。
種
々
の
活
動
の
様
子
は
、
京
都
府
Ｗ
Ｗ
Ｌ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
御
覧
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
一
方
、
近
年
、
学
校
で
使
用
す
る
書
物
・
文
房
具
や
そ
の
他
の
用
具
が
多
様

化
し
、
か
な
り
の
量
と
な
っ
て
保
管
場
所
の
設
置
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
荷
物
の
重
量
を
軽
減
し

て
登
下
校
の
安
全
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
、
校
内
に
生
徒
個
人
用
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
同
窓
会
か
ら
二
学
年
分
の
シ
ュ
ー
ズ
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
を
御
支
援
い
た
だ
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
物
的
な
支
援
に
、
そ
し
て
、
何
よ
り
同
窓
生
の
皆
様
が
在
校
生
の
こ
と
を
気
に
か
け
て

く
だ
さ
る
温
か
な
想
い
に
、
心
よ
り
感
謝
し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
同
窓
の
皆
様
が
ま
す
ま
す
会
員
の
皆
様
の
友
誼
を
深
め
ら
れ
ま
す
と
と
も
に
、
母
校
に
て
前

向
き
に
た
く
ま
し
く
今
を
生
き
る
若
者
た
ち
の
成
長
の
姿
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

今年の卒業生からのメッセージ

川
口
　
浩
文

京
二
中
鳥
羽
高
校
同
窓
会
顧
問

京
都
府
立
鳥
羽
高
等
学
校
校
長

1 組 半田	西之介 宮 本　 隼
2 組 ◎川合　啓太 森島　悠貴
3 組 ◎中村　彩花 宮川　まな
4 組 川下　紗弥 髙田　佳佑
5 組 岡田	宗一郎 山田　羽純
6 組 嶋田　叶夢 林　龍之介
7 組 三木　涼香 宮崎　香歩
8 組 内藤　芙実 三添　りん


